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１ 取組のタイトル，テーマ 

宿泊的行事を通して深めるSDGs学習（２年目） 

～【持続可能な世界】・【誰一人置き去りにしない世界】の実現へ向けた取り組みから学ぶ～ 

 

２ 取組の紹介 

将来私たちが生活していく地域社会を【持続可能な社会】【誰一人置き去りにしない社会】としていくためには

『何をしたらいいのか。』『そんな社会の実現に向けてできることは何なのか。』今の中学生は２０３０年には社会

づくりの担い手となっています。だからこそ岩切中学校３学年では，よりよい社会を作り上げる力を育むことが

できるよう，普段の学校生活では経験できない宿泊的行事である修学旅行を通して，多くの課題解決に向けた活

動を行い，SDGsについての学習に取り組みました。 

 

○修学旅行事前学習（SDGsの取り組み）について 

令和６年４月１５日からの修学旅行で訪れた京都府（市）と今実際に暮らしている宮城県（仙台市）で行われて

いるSDGsの取り組みを比較するという観点で，自分の興味のあるテーマに沿って，調べ，スライドを活用し，写

真や図，イラストなどを用いてまとめ，調べたことを班や学級で発表し合いました。生徒たちはそれぞれの視点で

調べ，『エネルギーの比較』『健康イベントの比較』『クリーンエネルギーの比較』『企業が取り組むつくる責任つかう責

任に向けた取り組みの比較』など様々な視点を持って調べ，工夫して発表する姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

〇修学旅行での自主研修，まとめについて 

 京都自主研修では，次の３つの目標に関わる研修場所が多くある。 

修学旅行ワークブックも参考にして，京都のこれまでのまちづくり 

の工夫やSDGsとの関連を体験ができるように，班ごとに行程を考え 

ました。 

 まとめのポートフォ 

リオには，SDGｓにつ 

いて学んだこと，京 

都や大阪で感じたこ 

とをまとめました。 

 

 

３ 取組の成果（児童生徒の変容） 

○岩切中学校では「主体的に取り組む生徒の育成」「対話を通し他と協働する生徒の育成」を学校目標とし，様々

な教育活動の場面で生徒の主体性や対話を通した他者と協力し合って活動することによって互いに成長していく

ことができるように指導しております。これまでの SDGs 学習が「主体的に取り組む生徒の育成」「対話を通し他

と協働する生徒の育成」にもつながり，社会との関わりを意識した自分の生き方について考えるきっかけになり

ました。 


